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整形外科学会学術総会；2018 May 24-27；神戸． 
74)  峯 隼人，下条竜一，野上真紀子，木村友厚．Medial pivot 型 TKA の階段昇降運動における動作解析．第 91 回日本
整形外科学会学術総会；2018 May 24-27；神戸． 
75)  牧野紘士，川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，小林賢司，木村友厚．骨形態からみた非リウマチ性上位頚
髄障害に対する危険因子の検討．第 91 回日本整形外科学会学術総会；2018 May 24-27；神戸． 
76)  小林賢司，川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，牧野紘士，木村友厚．頸椎 OPLL における骨化巣の伸展予
測に有用な MRI 所見．第 91 回日本整形外科学会学術総会；2018 May 24-27；神戸． 
77)  下条竜一，野上真紀子，峯 隼人．PS TKA において大腿骨後顆骨切り前に屈曲位コンポーネントギャップは予測で
きるか？．第 10 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2018 Jun 14-16；福岡． 
78)  徳永綾乃，下条竜一，瀬川貴洋．内側側副靭帯の脛骨付着部からの引き抜き損傷の 2 例．第 10 回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会；2018 Jun 14-16；福岡． 
79)  新井 学，下条竜一．高校バスケットボール選手の慢性足関節不安定症に関する実態調査．第 10 回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会；2018 Jun 14-16；福岡． 
80)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．上腕骨近位部悪性骨腫瘍に対する患肢温存手術の検討－よ
り良い肩関節機能を求めて－．第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
81)  安田剛敏，鈴木賀代，川口善治，関 庄二，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．在宅復帰へ向けての転移性胸椎腫瘍
に対する手術療法の意義と問題点．第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
82)  今井達朗，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．粘液線維肉腫の再発因子と再発形態の検討．第
51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
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83)  小林賢司，安田剛敏，鈴木賀代，川口善治，関 庄二，渡邉健太，牧野紘士，金森昌彦，木村友厚．頭蓋頸椎移行
部の転移性脊椎腫瘍に対する手術例の検討．第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静
岡． 
84)  材木美穂，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．在宅緩和ケアにより生存期間の延長が可能であ
った骨肉腫の 1 例．第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
85)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．二次化学療法を受けた進行性軟部肉腫患者の健康関連 QOL
の評価．第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
86)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．パスツール処理骨を用いた患肢温存手術の有用性と課題．
第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
87)  渡邉健太*，由井理洋，笹川 覚，伊藤和幸，安田剛敏，木村友厚．マウス骨肉腫細胞に対する eribulin の転移抑制
効果．第 51 回日本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
88)  金森昌彦，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．放射線治療により誘発された仙骨骨巨細胞腫悪性化の 1 例．第 51 回日
本整形外科学会－骨・軟部腫瘍学術集会；2018 Jul 12-13；静岡． 
89)  材木美穂，関 庄二，牧野紘士，亀井克彦，木村友厚．思春期特発性側弯症患者における骨代謝動態の解析．第 7
回 JASA；2018 Aug 4-5；広島． 
90)  関 庄二．腰痛に対する選択的 c-fos/AP-1 阻害薬の効果．第 5 回富山・バーゼル医薬品研究開発シンポジウム；2018 
Aug 23-24；富山． 
91)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，今西理恵子，木村友厚．関節リウマチ患者における short tapered wedge 型セメント
レスステムを用いた人工股関節置換術の成績．第 47 回日本リウマチの外科学会；2018 Aug 31-Sep 1；横浜． 
92)  元村 拓，松下 功，平岩利仁，木村友厚．先天性無痛症に関節リウマチを合併し，人工膝関節置換術を行った 1
例．第 30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
93)  牧 織衣，永原詩乃，布村有加，稲垣実来，草島未悠，今西理恵子，松下 功，頭川峰志，長田龍介．人工関節置
換術後の利き手箸動作の検討．第 13 回富山リウマチ・トータルマネージメント研究会；2018 Sep 8；富山． 
94)  関 庄二，牧野紘士，亀井克彦，材木美穂，中野正人，木村友厚．脊柱後側弯症に対する手術法と合併症対策．中
部 MISt 研究会；2018 Sep 8；岐阜． 
95)  関 庄二．腰椎変性側弯症における LIF 併用 Saccura Spinal System の使用経験．Saccura Spine Seminar；2018 Sep 15；
東京． 
96)  川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，牧野紘士，木村友厚．Tandem lesion を有する頚椎後縦靭帯骨化症患者
の治療成績．第 131 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2018 Oct 5-6；倉敷． 
97)  頭川峰志，長田龍介，八島悠至，木村友厚．切断指（不全切断を含む）の治療過程でロッキングプレートを使用し
た症例の検討．第 131 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2018 Oct 5-6；倉敷． 
98)  牧野紘士，関 庄二，箭原康人，塩沢俊一，妻木範行，木村友厚．椎間板変性および椎間板関連の疼痛に対する選
択的 c-Fos/AP-1 阻害の治療効果．第 131 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2018 Oct 5-6；倉敷． 
99)  八島悠至，頭川峰志，長田龍介，木村友厚．上腕骨外側上顆炎治療に関連した外側側副靭帯損傷に対し，靭帯再建
術を行った 1 例．第 131 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2018 Oct 5-6；倉敷． 
100)  川口善治．運動器慢性疼痛の病態に関する新たな知見と最新の診療・治療ガイドライン．第 33 回日本整形外科学会
基礎学術集会；2018 Oct 11-12；奈良． 
101)  川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，牧野紘士，小林賢司，木村友厚．脊椎靭帯骨化症のバイオマーカー，
文献レビューの検討．第 33 回日本整形外科学会基礎学術集会；2018 Oct 11-12；奈良． 
102)  森 幹士，吉井俊貴，平井高志，名越慈人，西村空也，竹内一裕，大川 淳，川口善治．全脊椎 CT 大規模多施設
研究による重度頚椎 OPLL 症例の特徴－厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・JOSL study－．第 33 回日本整形外科学会
基礎学術集会；2018 Oct 11-12；奈良． 
103)  頭川峰志，長田龍介，牧野紘士，野上真紀子，関 庄二，岡部泰典，吉田淑子，木村友厚．家兎趾屈筋腱修復後の
腱周囲の癒着防止に対するハイパードライヒト乾燥羊膜の効果．第 33 回日本整形外科学会基礎学術集会；2018 Oct 
11-12；奈良． 
104)  川口善治，信清正典，青木雅人，西能 健，新井隆仁，市村和徳，山田 均．神経障害性疼痛のスクリーニングツ
ールとしての Spine painDETECT（簡易版）の有用性．第 26 回日本腰痛学会；2018 Oct 26-27；浜松． 
105)  平井高志，吉井俊貴，猪瀬弘之，湯浅将人，牛尾修太，江川 聡，平井敬悟，小沼博明，小林 裕，川畑篤礼，歌
川蔵人，橋本 淳，川口善治，大川 淳．当院における頚椎後縦靭帯骨化症患者の腰痛の有訴率の単施設前向き調
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査－頚椎症性脊椎症患者と比較して．第 26 回日本腰痛学会；2018 Oct 26-27；浜松． 
106)  西能 健，青木雅人，新井隆仁，折田純久，稲毛一秀，大鳥精司，松下 功，川口善治，信清正典．生物学的製剤
が腰痛にもたらす効果－関節リウマチに対する生物学的製剤導入による腰痛の変化－．第 26 回日本腰痛学会；2018 
Oct 26-27；浜松． 
107)  川上 守，佐藤栄修，川口善治，大鳥精司，宮本裕史，永島英樹，山崎良二，岩﨑幹季，冨士武史，小西宏昭，重
松英樹，山田 宏，川原範夫．腰痛変性すべり症における腰痛には腰椎矢状面アライメントが関係する AOSpine 多
施設前向き研究から．第 26 回日本腰痛学会；2018 Oct 26-27；浜松． 
108)  信清正典，青木雅人，西能 健，新井隆仁，川口善治．腰椎手術後に発生した一過性麻痺の経過について．第 26 回
日本腰痛学会；2018 Oct 26-27；浜松． 
109)  松下 功，今西理恵子，平岩利仁，元村 拓，木村友厚．関節リウマチ患者における人工股関節置換術後の JHEQ
は変形性股関節症患者と同等に改善するのか．第 45 回日本股関節学会学術集会；2018 Oct 26-27；名古屋． 
110)  八島悠至，関 庄二，牧野紘士，亀井克彦，川口善治，木村友厚．Beckwith-Wiedemann 症候群に伴う側弯症に対し，
short anterior fusion 後に最終固定を施行した 1 例．第 209 回北陸整形外科集団会；2018 Oct 28；富山． 
111)  上嶋 亮，徳永綾乃，亀井克彦，酒井清司，吉栖悠輔．観血的骨接合術を行った足関節内果疲労骨折の 3 例．第 209
回北陸整形外科集団会；2018 Oct 28；富山． 
112)  関 庄二，箭原康人，牧野紘士，小林賢司，亀井克彦，川口善治，安田剛敏，木村友厚．特発性側弯症患者におけ
る胸腰椎カーブでの Differential Rod Contouring の効果について．第 52 回日本側彎症学会学術集会；2018 Nov 2-3；
東京． 
113)  関 庄二，箭原康人，牧野紘士，小林賢司，亀井克彦，材木美穂，高橋 淳，上原将志，倉石修吾，大場悠己，渡
辺 慶，平野 徹，大橋正幸，川口善治，安田剛敏．思春期特発性側弯症の矯正固定術における脊柱管距離の 3DCT
解析多施設共同研究．第 52 回日本側彎症学会学術集会；2018 Nov 2-3；東京． 
114)  宗像 諒，高橋 淳，小関道彦，大和 雄，大場哲郎，関 庄二，大場悠己，倉石修吾，池上章太，二木俊匠，上
原将志，滝沢 崇，加藤博之．思春期特発性側弯症（AIS）Lenke Type 1 カーブに対する Extended S-Line を用いた新
しい固定範囲の選択方法．第 52 回日本側彎症学会学術集会；2018 Nov 2-3；東京． 
115)  溝内龍樹，渡辺 慶，関 庄二，平野 徹，庄司寛和，遠藤直人．思春期特発性側弯症に対する後方固定術後の肺
容積変化と呼吸機能の検討－CT を用いた 3 次元画像解析での検討．第 52 回日本側彎症学会学術集会；2018 Nov 2-3；
東京． 
116)  牧野紘士，関 庄二，川口善治，小林賢司，亀井克彦，木村友厚．AIS に対する後方矯正固定術後超早期における
身体活動の前向き調査．第 52 回日本側彎症学会学術集会；2018 Nov 2-3；東京． 
117)  亀井克彦，関 庄二，牧野紘士，川口善治，安田剛敏，中野正人，木村友厚．富山県における Scoliometer を用いた
側弯症検診－装具治療対象患者の Cut Off 値－．第 52 回日本側彎症学会学術集会；2018 Nov 2-3；東京． 
118)  亀井克彦，関 庄二，牧野紘士，箭原康人，小林賢司，材木美穂，川口善治，安田剛敏，木村友厚．思春期特発性
側弯症患者における術前椎弓根形態と術後スクリュウのミスマッチ率の検討．第 52 回日本側彎症学会学術集会；
2018 Nov 2-3；東京． 
119)  松下 功，元村 拓，今西理恵子，平岩利仁，木村友厚．RA 股関節手術のピットフォールと治療困難症例への対応．
第 46 回日本関節病学会；2018 Nov 9-10；岡山． 
120)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，今西理恵子，木村友厚．関節リウマチに対するイグラチモドの有効性と安全性．
第 33 回日本臨床リウマチ学会；2018 Nov 24-25；東京． 
121)  松下 功．RA の大関節破壊とそのマネジメント．第 29 回日本リウマチ学会中国・四国支部学術集会；2018 Nov 30-Dec 
1；高松． 
122)  川口善治，信清正典，青木雅人，西能 健，新井隆仁．神経障害性疼痛のスクリーニングツールとしての Spine 
painDETECT（簡易版）の有用性．第 11 回日本運動器疼痛学会；2018 Dec 1-2；大津． 
123)  川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，牧野紘士，亀井克彦，中藤真一，木村友厚．隣接障害を繰り返した L3
前方すべり症例．第 29 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2018 Dec 1；福井． 
124)  関 庄二，牧野紘士，小林賢司，亀井克彦，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．胸腰椎カーブを持つ特発
性側弯症患者における Differential Rod Contouring の効果．第 29 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2018 Dec 1；福井． 
125)  頭川峰志，長田龍介，和田輝至，木村友厚．母指多指症に対する浮遊母指を利用した on-top plasty の術中に血管攣
縮を生じた 1 例．第 45 回日本マイクロサージャリー学会；2018 Dec 6-7；大阪． 
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◆ 特 許 
1)  安田剛敏，山内隆嗣，inventors；国立大学法人富山大学，ヤマウチマテックス・エンジニアリング株式会社，assignee．
人工骨幹．特開 2018-33773（P2018-33773A）．2018 Mar 8． 
2)  関 庄二，牧野紘士，木村友厚，inventors；国立大学法人富山大学，assignee．特発性側弯症マーカー．特願 2018-032144．
2018 Aug 7． 
 
◆ その他 
1)  Kimura T. Management of Osteoarthritis- Current principle and future perspective. 内蒙古医科大学; 2018 Aug 21; Hohhot. 
2)  木村友厚．変形性関節症治療の原則とコンセプト．福井県整形外科医会；2018 Jul 28；福井． 
3)  木村友厚．関節リウマチの関節破壊と高齢化対策．リウマチ友の会講演会；2018 Aug 19；長野． 
4)  木村友厚．関節リウマチの診断と治療戦略．赤十字病院地域医療連携の会；2018 Sep 7；富山． 
5)  木村友厚．関節炎の診断と治療戦略．下新川郡医師会生涯教育講座；2018 Oct 25；黒部． 
6)  松下 功．リウマチ外来における医療クラークの意義と役割．東京リウマチフォーラム 2018；2018 Jan 19；東京． 
7)  松下 功．T2T 時代の RA 手術療法．京滋リウマチ財団登録医の会；2018 Jan 20；京都． 
8)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．新時代の関節リウマチ治療について考える会；2018 Jan 26；
金沢． 
9)  松下 功．関節リウマチ治療と薬物療法の実際．ORENCIA EXPERT SEMINAR；2018 Feb 2；奈良． 
10)  松下 功．関節の評価（理学所見）．Step-up Rheumatology Forum for the YOUNG SURF Round-11；2018 Feb 3；東京． 
11)  松下 功．関節破壊進行阻止を目指した RA 治療戦略．Biologics Seminar on RA－骨破壊抑制を目指して－；2018 Feb 
15；浜松． 
12)  松下 功．TNF 阻害剤による全身の骨破壊抑制は可能か（パネルディスカッション・コメンテーター）．Biologics 
Seminar on RA－骨破壊抑制を目指して－；2018 Feb 15；浜松． 
13)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．信州膠原病セミナー2018；2018 Feb 17；長野． 
14)  松下 功．関節リウマチの手術とリハビリについて．関節リウマチ市民公開講座 in 富山市；2018 Feb 25；富山． 
15)  松下 功．関節リウマチの骨粗鬆症対策．関節リウマチセミナー；2018 Mar 2；富山． 
16)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント－薬物療法，骨粗鬆症対策－手術，リハビリについて－．第 30
回いわきスポーツ医学研究会学術講演会；2018 Mar 9；いわき． 
17)  松下 功．関節リウマチにおける大関節破壊．第 7 回整形外科アクティブカンファレンス；2018 Mar 10；東京． 
18)  松下 功．RA 診療における関節超音波検査の有用性とその実際．JCR 中部支部関節超音波検査初心者向け講習会；
2018 Mar 11；新潟． 
19)  松下 功．併用 MTX 用量からみたセルトリズマブ・ペゴルの位置づけ．Expert Meeting in Hokuriku；2018 Mar 24；
金沢． 
20)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．沖縄整形外科リウマチカンファレンス；2018 Apr 13；沖縄． 
21)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント－薬物療法，手術，リハビリ，医療連携－．京都南部リウマチ
関連疾患診療講演会；2018 Jun 2；京都． 
22)  松下 功．関節リウマチの下肢手術とリハビリテーションについて．平成 30 年度北海道・東北地区リウマチの治療
とケア教育研修会；2018 Jun 10；山形． 
23)  松下 功．関節リウマチにおけるオルミエントの最新情報．JAK Conference in Toyama；2018 Jul 4；富山． 
24)  松下 功．股関節・膝関節－RA の外科的治療－．第 8 回 Rheumadvance；2018 Jul 14；東京． 
25)  松下 功．関節リウマチに対する薬物療法，synthetic DMARDs．第 29 回日整会認定リウマチ医研修会（基礎）；2018 
Jul 15；東京． 
26)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント－薬物治療，手術，リハビリについて－．世田谷区整形外科研
修会学術講演会；2018 Jul 18；東京． 
27)  松下 功．関節リウマチの病態・早期診断・治療の考え方．第 1 回関節リウマチセミナー；2018 Aug 22；富山． 
28)  松下 功．関節リウマチにおける関節所見のとり方．SURF in TOKUSHIMA；2018 Sep 6；徳島． 
29)  松下 功．生物学的製剤時代の RA 手術療法とリハビリテーション．第 75 回八事整形会；2018 Sep 12；名古屋． 
30)  松下 功．関節リウマチの手術とリハビリテーション．平成 30 年度中国・四国地区リウマチの治療とケア教育研修
会；2018 Sep 23；松山． 
31)  松下 功．従来型抗リウマチ薬の使い方について．第 2 回関節リウマチセミナー；2018 Sep 26；富山． 
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32)  松下 功．リウマチ診療におけるトータルマネージメント．骨・関節フォーラム in Kanazawa；2018 Sep 27；金沢． 
33)  松下 功．関節リウマチにおける csDMARDs の使い方．関節リウマチの薬物選択を考える会－DMARDs の使い方
－；2018 Oct 3；富山． 
34)  松下 功．MTX 以外の csDMARDs の使い方．DMARDs クリニカルカンファレンスセミナー－DMARDs の使い方と
注意点－；2018 Oct 24；富山． 
35)  松下 功．関節リウマチの大関節破壊と生物学的製剤のポテンシャル．福岡 RA 生物学的製剤研究会；2018 Oct 31；
福岡． 
36)  松下 功．関節リウマチにおけるアバタセプトのポテンシャル．関節リウマチセミナーUpDate；2018 Nov 1；金沢． 
37)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．田辺三菱製薬 RA 勉強会；2018 Nov 21；富山． 
38)  松下 功．生物学的製剤と JAK 阻害薬．第 3 回関節リウマチセミナー；2018 Nov 28；富山． 
39)  松下 功．RA 治療におけるゴリムマブのポテンシャル．RA Web Seminar；2018 Dec 3；富山． 
40)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．RA Forum in Miyazaki；2018 Dec 4；宮崎． 
41)  松下 功．Mod Rheumatology 査読 7 編，臨床リウマチ査読 3 編． 
42)  松下 功．関節超音波検査デモンストレーション．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2018 Apr 26；東京． 
43)  松下 功．関節超音波検査デモンストレーション．Academy of Imaging；2018 Nov 10；東京． 
44)  川口善治．患者満足度向上に向けた痛み治療－脊椎疾患を中心に－．リリカ適正使用クリニカルカンファランスセ
ミナー；2018 Feb 21；富山． 
45)  川口善治．非特異的腰痛の治療 Update 薬物療法．第 29 回腰痛シンポジウム；2018 Mar 3；横浜． 
46)  川口善治．脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来展望－頑固な痛み・しびれからの解放－．第 299 回京都整形
外科医会学術講演会；2018 Apr 28；京都． 
47)  川口善治．腰痛と頸部痛の診断と治療．痛みのマネジメントセミナー；2018 Sep 7；小田原． 
48)  川口善治．患者満足度向上に向けた痛み治療－脊椎疾患を中心に－．最適な疼痛治療を考える会 in 浜松；2018 Jul 5；
浜松． 
49)  川口善治．患者満足度向上に向けた痛み治療－脊椎疾患を中心に－．第 309 回大阪臨床整形外科医会研修会；2018 Jul 
28；大阪． 
50)  川口善治．脊椎外傷－Aospine Master Seminar－．Aospine Advanced Course Sapporo；2018 Aug 31；札幌． 
51)  川口善治．当院における痛みセンターの取り組み．東海北陸慢性疼痛診療体制構築モデル事業講演会；2018 Sep 6；
富山． 
52)  川口善治．患者満足度の高い疼痛治療をいかに実現するか．リリカ全国講演会；2018 Oct 21；東京． 
53)  川口善治．慢性腰痛診療における薬物療法の位置づけ．第 26 回日本腰痛学会モーニングセミナー2；2018 Oct 27；
浜松． 
54)  川口善治．腰痛患者に対するアプローチ－病態を考慮に入れたトータルマネージメント－．今治整形外科医会；2018 
Oct 15；今治． 
55)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．熊本県臨床整形外科医会教育研修講演会；2018 Nov 10；熊本． 
56)  川口善治．患者満足度向上に向けた痛み治療－脊椎疾患を中心に－．Pain Conference Seminar In YAMANASHI；2018 
Nov 16；甲府． 
57)  川口善治．神経障害性疼痛の再考と薬物治療マネジメント．北河内 Pain 連携セミナー；2018 Nov 24；大阪． 
58)  川口善治．にな川だより．理事会室から．医報とやま．2018；36． 
59)  川口善治．専門医制度プログラムとサブスペシャリティ領域学会専門医試験，以心伝心．医報とやま．2018；3：6． 
60)  川口善治．非特異的腰痛の治療 Update，薬物療法．第 29 回腰痛シンポジウム；2018 Mar 3；横浜． 
61)  川口善治．腰部脊柱管狭窄症って何？健康キトキト講．VITA．2018；12：114． 
62)  川口善治．にな川だより．理事会室から．医報とやま．2018；11：42． 
63)  川口善治．AI の登場と予想される今後の医療．日本脊椎脊髄病学会特集号．2018；9(2)：123-4． 
64)  川口善治．脊椎脊髄外科専門医試験を受験して．日本脊椎脊椎病学会特集号．2018；9(9)：1341-2． 
65)  川口善治．医師の勤務と論文作成（編集後記）．日本脊椎脊椎病学会特集号．2018；9(9)：118． 
66)  川口善治．イクボスとは（編集後記）．日本脊椎脊椎病学会特集号．2018；9(9)：206． 
67)  長田龍介．局所麻酔によるリウマチ手の手術．桜山リウマチミーティング；2018 Jan 26；名古屋． 
68)  長田龍介．外来における手の診察．富山県整形外科医会；2018 Jan 27；富山． 
69)  長田龍介．手の疼痛．福井県整形外科医会講演会；2018 Nov 27；福井． 
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70)  長田龍介．関節リウマチの手関節変形に多数回手術を要した症例．富山ハンドクラブセミナー；2018 Dec 8；富山． 
71)  安田剛敏．長幹骨転移性骨腫瘍に対するカスタムメイドインプラントの開発と運用．第 5 回骨転移フォーラム；2018 
Jun 20；東京． 
72)  安田剛敏．3D プリンターを用いた新たな人工骨幹の開発と展望．第 1 回富山大学杉谷地区臨床研究発表会；2018 Nov 
7；富山． 
73)  Gejo R. Relation between knee flexion angle and lateral joint laxity during knee flexion after CR and PS TKA. Utah Hip and 
Knee Arhroplasty Symposium; 2018 Apr 13-14; Park City. 
74)  下条竜一．怪我を防ぐ効果的なトレーニング．平成 30 年度ねんりん健康運動推進事業普及指導員研修会；2018 Jul 
19；富山． 
75)  下条竜一．CR 型人工膝関節置換術における留意点－患者満足度向上のために－．第 10 回愛知 CR 研究会；2018 Mar 
16；名古屋． 
76)  下条竜一．CR 型 EVOLUTION Medial Pivot を用いた臨床成績．EVOLUTION Seminar in Sapporo；2018 Jul 28；札幌． 
77)  下条竜一．TKA の更なる向上をめざして．TKA Basic Learning Center Program；2018 Sep 2-3；神戸． 
78)  下条竜一．What would you do ?．第 19 回 TKA Forum；2018 Nov 30；東京． 
79)  関 庄二．頚椎症について．富山県義肢製作所講演会；2018 Jan 27；富山． 
80)  関 庄二．エーザイ社内研修会；2018 Jun 14；富山． 
81)  関 庄二．Advanced Spin Surtery Training Course 講師；2018 Sep 1；東京． 
82)  関 庄二．胸椎疾患について．富山県義肢製作所講演会；2018 Oct 27；富山． 
83)  関 庄二．思春期特発性側弯症患者における術前後の 3 次元脊柱管伸長距離関連因子の検討．第 1 回富山大学杉谷
地区臨床研究発表会；2018 Nov 7；富山． 
84)  頭川峰志．最近の手の外科のトピックスと痛みのコントロール．富山ハンドクラブセミナー；2018 Dec 8；富山． 
85)  牧野紘士，関 庄二，木村友厚．思春期特発性側弯症の血清マーカーについて．JST 新技術説明会；2018 Sep 13；
東京． 
86)  牧野紘士．椎間板変性および椎間板関連の疼痛に対する選択的 c-Fos/AP-1 阻害の治療効果．第 1 回富山大学杉谷地
区基礎研究発表会；2018 Oct 26；富山． 
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